
こ
の
度
、
大
阪
市
立
大
学
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
代
の
部
落
問
題
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
上
田
静
一
に
関
す
る
資
料
と
論
考
を

集
成
し
た
本
書
を
発
刊
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
上
田
は
一
八
八
四
年
（
明
治
一
七
）
に
大
阪
府
南
河
内
郡
東
條
村
（
現
・
高
田
林
市
）
に
生
ま
れ
、

京
都
府
師
範
学
校
（
現
・
京
都
教
育
大
学
）
を
卒
業
し
て
京
都
市
内
の
小
学
校
教
員
に
な
っ
た
。
そ
し
て
京
都
市
内
の
被
差
別
部
落
で
あ
る
田
中

部
落
に
入
り
込
み
、
親
友
夜
学
校
を
開
設
し
て
教
育
活
動
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
部
落
改
善
事
業
に
尽
力
し
た
。
ま
た
部
落
改
善
連
動
の
な
か
か

ら
部
落
民
衆
の
北
海
道
移
住
を
推
進
し
、
自
ら
も
部
落
民
衆
を
引
き
連
れ
て
北
海
道
に
移
住
し
た
。
北
海
道
移
住
に
つ
い
て
は
失
敗
し
た
も
の
の
、

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
）
に
亡
く
な
る
ま
で
田
中
部
落
の
人
び
と
に
慕
わ
れ
続
け
た
。

こ
の
よ
う
な
上
田
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
白
石
正
明
氏
に
よ
る
「
上
田
静
一
と
田
中
親
友
夜
学
校
」
（
一
京
都
部
落
史
研
究
所
報
」
第
三
三
～
三
五

号
、
一
九
八
○
年
九
～
二
月
）
と
「
上
田
静
一
小
論
ｌ
親
友
夜
学
校
と
北
海
道
移
住
ｌ
」
（
解
放
教
育
史
研
究
会
編
「
被
差
別
部
落
と
教
員
」
明
石

書
店
、
一
九
八
六
年
）
と
い
う
先
駆
的
な
研
究
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
上
田
は
部
落
問
題
に
お
い
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
認
識

度
が
低
い
せ
い
か
、
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
編
一
・
部
落
問
題
・
人
権
事
典
」
（
解
放
出
版
社
、
二
○
○
一
年
）
で
は
残
念
な
が
ら
立
項
さ
れ
な
か

上
田
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
二
○
○
二
年
の
大
阪
人
権
博
物
館
に
よ
る
上
田
静
一
資
料
の
収
集
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま

で
上
田
に
関
す
る
資
料
は
帝
国
公
道
会
の
機
関
誌
一
公
道
」
の
断
片
的
な
記
事
と
と
も
に
、
上
田
が
北
海
道
へ
移
住
し
た
後
の
動
向
を
詳
細
に
記

し
た
「
上
田
静
一
日
誌
」
（
「
京
都
部
落
史
研
究
所
紀
要
」
第
三
～
五
号
、
一
九
八
三
年
三
月
～
一
九
八
五
年
三
月
）
と
「
田
中
親
友
夜
学
校
沿
革
史
」

（
京
都
部
落
史
研
究
所
編
一
．
京
都
の
部
落
史
」
第
九
巻
、
阿
呼
社
、
一
九
八
七
年
）
が
知
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
大
阪
人
権
博
物
館
が
収
集

し
た
上
田
静
一
資
料
は
本
書
に
紹
介
す
る
「
上
田
静
一
資
料
目
録
」
で
も
窺
い
知
れ
る
よ
う
に
質
戯
的
に
上
回
る
の
み
な
ら
ず
、
上
田
の
思
想
や

っ
た
。

発
刊
に
あ
た
っ
て

野
口
道
彦

（
大
阪
市
立
大
学
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）
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大
阪
人
権
博
物
館
で
は
上
田
静
一
資
料
の
重
要
性
に
鑑
み
、
担
当
の
朝
治
武
氏
を
中
心
に
上
田
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
白
石
正
明
氏
と
部
落
の

北
海
道
移
住
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
た
大
薮
岳
史
氏
の
参
加
を
得
て
、
二
○
○
四
年
度
か
ら
共
同
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

成
果
は
「
大
阪
人
権
博
物
館
紀
要
」
第
九
号
（
二
○
○
七
年
一
月
）
に
特
集
「
上
田
静
一
と
部
落
改
善
事
業
」
と
し
て
纏
め
ら
れ
、
こ
こ
に
は
白

石
正
明
氏
に
よ
る
「
田
中
親
友
夜
学
校
と
上
田
静
一
」
と
朝
治
武
氏
に
よ
る
「
京
都
・
田
中
部
落
の
改
善
運
動
と
上
田
静
こ
の
二
論
考
と
と
も

に
、
大
薮
岳
史
氏
の
作
成
に
よ
る
「
上
田
静
一
年
譜
」
と
「
上
田
静
一
資
料
目
録
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
「
大
阪
人
権
博
物
館
紀
要
」
第
一
○

号
（
二
○
○
八
年
三
月
）
に
は
、
大
薮
岳
史
氏
の
「
北
海
道
移
住
と
上
田
静
一
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

大
阪
人
権
博
物
館
で
は
白
石
・
朝
治
・
大
薮
各
氏
の
論
考
と
と
も
に
上
田
静
一
資
料
の
中
か
ら
重
要
な
資
料
を
翻
刻
し
て
、
上
田
に
関
す
る
共

同
研
究
の
集
大
成
と
し
て
報
告
書
を
纏
め
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
昨
今
の
厳
し
い
財
政
事
業
に
よ
り
、
こ
の
計
画
は
頓
挫
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
計
画
の
頓
挫
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
大
阪
市
立
大
学
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
上
田
静
一
が
部
落
問
題
に
占
め

る
重
要
性
か
ら
、
こ
の
計
画
を
大
阪
人
権
博
物
館
か
ら
引
き
継
い
で
実
現
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
こ
に
一
人
権
問
題
研
究
』
の
別
冊
「
資
料
集
上
田
静
一
と
被
差
別
部
落
ｌ
明
治
・
大
正
期
を
中
心
に
Ｉ
」
と
し
て
上
田
静
一
に
関
す
る
重

要
な
資
料
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
論
考
を
纏
め
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
第
一
は
、
部
落
問
題
に
か
か
わ
る

教
育
活
動
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
田
中
部
落
の
教
育
状
況
を
ふ
ま
え
て
上
田
は
親
友
夜
学
校
を
設
立
し
、
自
主
的
な
教
育
活
動

を
展
開
し
た
こ
と
は
、
今
日
の
部
落
問
題
に
関
わ
る
教
育
活
動
に
投
げ
か
け
る
意
味
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
第
二
は
、
部
落
差
別
を
撤
廃
す
る

た
め
に
展
開
さ
れ
た
部
落
改
善
運
動
の
意
味
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
上
田
の
指
導
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
田
中
部
落
に
お
け
る
青
年
団
や
自

主
的
改
善
団
体
の
活
動
は
、
部
落
解
放
運
動
に
繋
が
る
活
動
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
三
は
、
部
落
民
衆
の
移
住
・
移
民
の
意
味
を
探

る
こ
と
で
あ
る
。
上
田
は
部
落
民
衆
の
北
海
道
移
住
を
推
進
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
今
日
に
お
け
る
部
落
民
衆
の
部
落
外
へ
の
移
住
や
国
際
的
に

は
故
郷
を
喪
失
し
て
他
郷
で
生
き
る
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
状
況
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
最
後
に
な
っ
た
が
、
大
阪
人
権
博
物
館
を
は
じ
め
共
同
研
究
に
参
加
さ
れ
、
本
書
の
完
成
に
尽
力
さ
れ
た
白
石
・
朝
治
・
大
薮
各
氏
と
と

も
に
、
資
料
の
翻
刻
に
協
力
さ
れ
た
竹
森
健
二
郎
氏
と
高
木
伸
夫
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

動
向
を
詳
細
に
追
え
る
も
の
で
あ
る
。
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